教師用指導資料（裏）

情報の発信は慎重に！
ブログは、自分で書いた文章や写真などを組み合わせ、簡単にWebサイトを作ることができるものです。見た人からコメントをもらったり、互いのブログをリンクさせたりして、活発にコミュニケーションを行うことができるため、大人だけでなく小中高生にも人気があります。
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ブログは、「インターネット上の日記」と言われますが、日記のようでいて、でも日記ではありません。それは、不特定多数の人の目に触れているからです。自分に近い友達しか見ていないと錯覚し、個人情報や他の人には知られない方がいい情報も詳しく書いてしまい、誹謗中傷や炎上（非難・批判のコメントが殺到すること）などのトラブルが起こっています。
※ブログ・・・個人や数人のグループで運営され、日々更新される日記のようなWebサイト




　　　
	【今日のポイント】
	【トラブルに発展した時の対処方法】

	情報発信をするときは
・相手の事を考え、無責任な書き込みはしない。
・個人情報は必要最低限にとどめる。
	・トラブルに巻き込まれたら、すぐに保護者や先生に相談すること。
・自分に過失がある場合は素直に謝罪すること。


相手のことを考えて発信しよう！





Blogのトラブル etc・・・


　●自称グルメ評論家の悪影響


自称グルメ評論家が食べ歩きをし、ブログで料理やスウィーツを採点。


その点数とコメントの内容が店の売り上げに大きく影響し、廃業に追い


込まれた事例。


●軽い気持ちが日常生活を圧迫


　　　　自分のブログに書いた内容が「２ちゃんねる」（巨大掲示板）に取り上げ


られ、不特定多数の人から誹謗中傷を受け、日常生活に支障をきたすまで


に至った事例。


●アルバイトの発言で企業が謝罪


　　　　 　　アルバイト店員がお店に来ていた客に対して「キモイ」と書き込んだために、客の怒りが爆発！！掲示板にも


書かれて、企業にも苦情が寄せられた。企業は公式ページで謝罪した事例。
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☆Webページ（ブログ）作成上の留意点☆











・発信した情報は、不特定多数の人の目に触れることを理解し、自分が発信した情報に


は責任を持つ。


・著作権や肖像権を意識し、他人の作ったものや写真などは無断で使用しない。


・事実であってもお店や会社に損害を与えたり、不愉快にさせたりするような情報は載せない。


・デタラメな情報や不確かな情報は載せない。


・個人情報を載せる場合は、必要最低限にとどめる。


なお、上記の留意点は、ブログだけでなく、掲示板やチャットなどを用いて情報発信をする時すべてに当てはまることなので、注意して利用しましょう。











